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年 月 日 （ 月 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

1 0

0 0

番 番

No. 号 号 No.

分 2 年 1 1 3 年 分

分 3 年 2 4 3 年 分

分 3 年 4 5 2 年 分

分 3 年 5 13 3 年 分

分 2 年 23 23 1 年 分

分 2 年 6 3 3 年 分

分 3 年 7 7 3 年 分

80+3 分 3 年 8 24 1 年 分

74 分 2 年 9 10 3 年 分

78 分 1 年 28 11 2 年 分

60 分 1 年 11 17 2 年 29 分

分 3 年 12 20 2 年 分

分 2 年 3 12 2 年 分

8 分 2 年 26 22 1 年 分

分 3 年 14 28 1 年 分

28 分 3 年 17 6 3 年 分

分 2 年 22 8 3 年 分

11 分 3 年 10 16 2 年 分

分 3 年 16 14 2 年 分

9 分 2 年 27 18 3 年 分 17

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 8 1 － 0

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部令和元年度兵庫県高等学校サッカー選手権大会 準決勝 47

日  時 2019 11 4 11 00 キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

天  候 晴れ 風 微風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 80  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原  弘樹 会場主任 田村  孝次 記  録 石塚  健二 後藤  大輔 観 衆 1,069

主  審 金渕  佑亮 副審１ 渡邉     悠 副審２ 佐藤  翔太 第４の審判員 小川  耕司

 チーム名

1

前半

0

 チーム名 kick off

神戸弘陵学園高校 後半 関西学院高等部
延前

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P

K

戦

延後 P

K

戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 衣笠　吉彦大月　耀平 GK

DF 網谷　周世西矢　慎平 DF

DF 福島　淳平1 竹内　悠力 DF

DF 荒河　克弥1 田平　起也 DF

DF 東　  昂希1 小倉　慶士 DF

MF 三輪　愛大 1 1田中　魁人 MF

MF 山口 隆之介2 沖吉　大夢 MF

MF 田村　亮弥 11* 兼田　拓実 MF

FW 望月　想空 1 11 1 松野　隼輝 MF

FW 坂本 龍之介田中　祉同 MF

FW 田川　翔太松隈　弘樹 FW

GK 市野　真生吉田　依生 GK

MF 下田 倫太郎藤井　龍馬 DF

DF 紀伊野 敬大徳弘　  匠 DF

DF 上田　勇徳村川　丈郎 MF

MF 中村　惇暉谷　  晃希 MF

MF 鯛島　海大松井　治輝 MF

MF 吉田　直人吉田　翔貴 FW

FW 藤田　喜也中村　輝龍 FW

FW 井田　圭哉 1浅野　晴人 FW

警・退 氏　　名 事 由

8 5 3

前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

11 3 8 Ｇ Ｋ

シュート 2 4 6

1 28 7 1 Ｃ Ｋ 1

3 9 12

0 0 0

10 直接ＦＫ 1 7 816 6

0 0 0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 2 2 4

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 0

得

点

経

過

4 神戸弘陵 兼田 左 11 S→ 9 → 中央 8 ～

戦評者 所 属 神戸科技・飾磨 氏 名 谷知・松下

  神戸弘陵は⑨松野⑪松隈が縦関係の4-4-2、関学は③三輪をアンカーに置く4-1-4-1でゲームはスタートする。神戸弘陵は④竹内⑤田平

のCBを中心としたラインコントロールから、相手に効果的なロングパスを入れさせず、競り合いのセカンドボールを⑥田中⑦沖吉が拾って

前線に素早くボールを送り、フィニッシュを狙う。一方関学は、⑩望月にボールを入れ、攻め上がる時間を作りたいが相手DFの厳しいマー

クによってなかなか形をつくれない。それでも左サイドの㉔田村⑤福島の個人技を活かし活路を見いだし、決定機をつくるが決めきれな

い。お互いの球際の強度の高さ、攻守の切り替えの早さで、なかなかゴール前までボールを運べない時間が長くなる。前半４分のチャンス

を活かした神戸弘陵が１点リードで前半を終了する。関学は後半開始から、⑱井田を中央に⑪坂本を右サイドにポジションを変更し⑱井田

のスピードと運動量で攻撃に勢いをつける。神戸弘陵は、引き続き守備から攻撃の切り替えが早く、奪ってからの縦に速い攻撃で関学ゴー

ルに迫る。後半途中からは、互いにゴールに向かい積極的に仕掛けるが決定機を作り出すには至らない。神戸弘陵は交代カードを有効に使

い、最後まで運動量を落とさずに前線から強度の高い守備をし続けた。最後まで、互いに高い集中力を持続し気持ちの込もった熱いゲーム

であった。
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